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■日時 

令和３年１１月１３日（土） 午後１時３０分～午後４時００分（予定） 

※オンライン配信 

 

■主催 

法務省、厚生労働省、文部科学省、全国人権擁護委員連合会、前橋地方法務局、群馬県人権

擁護委員連合会、公益財団法人人権教育啓発推進センター 

 

■後援 

中小企業庁、全国ハンセン病療養所入所者協議会、ハンセン病違憲国家賠償訴訟全国原告団

協議会、ハンセン病家族訴訟原告団、群馬県、草津町、中之条町、群馬県教育委員会、高崎

市教育委員会、群馬県市長会、群馬県町村会、上毛新聞社、読売新聞社、朝日新聞社、毎日

新聞社、日本経済新聞社、日本財団（順不同）  
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本シンポジウムの目的 

ハンセン病患者・元患者やその家族に対する偏見差別は、今なお社会に根深く残っていま

す。この偏見差別を解消するためには、ハンセン病問題に関する正しい知識と、ハンセン病

患者・元患者やその家族の方々がおかれている現実を理解し、それを次世代へも継承してい

くことが必要です。ハンセン病問題に関わってこられた方の声を聴き、親子で考えていくた

めのシンポジウムを開催します。 
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タイムスケジュール 

 

13:30∼13:35   開会・主催者挨拶 

 

13:35∼13:45   ビデオ上映 

人権啓発動画 

「ハンセン病問題を知る～元患者と家族の思い～」から 

 

13:45∼14:25   基調講演 

○ 講演１：ハンセン病問題と偏見・差別の解消に向けて 

吉幸かおる（群馬・ハンセン病問題の真の解決をめざし、 

ともに生きる会副会長） 

○ 講演２：「特別病室」の記憶を掘り起こす～重監房資料 

館の設立とその活動～ 

黒尾和久（重監房資料館 部長） 

 

14:25∼14:35   休憩 

 

14:35∼15:05   パネルディスカッション 

○ パネリスト 

１ 清水蒼空（群馬県中之条町立六合中学校 ３年） 

２ 狩野大樹（群馬大学社会情報学部 ４年） 

○ コメンテーター 

吉幸かおる ・ 黒尾和久 

○ コーディネーター 

藪本雅子（フリーアナウンサー・記者） 

 

15:05∼15:45   トークショー「ハンセン病問題について」 

○ 特別ゲスト 

石井正則（俳優、写真集「１３（サーティーン）ハンセ

ン病療養所からの言葉」著者） 

○ コーディネーター 

藪本雅子 

 

15:50      閉会 

 

● 本シンポジウム終了後、アンケートへの御協力をお願いいたします  
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https://forms.gle/yxSm42Cm3PHdufxy5 （Web アンケートフォーム） 



[ 人権啓発動画 ] 
 

「ハンセン病問題を知る～元患者と家族の思い～」 

＊本シンポジウムでは、“ハンセン病元患者の家族 林力さんのエピソード”を上映＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

YouTube「MOJ（法務省）チャンネル」で全編視聴可能 

https://youtu.be/gPH5b_CDwto 
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[ 基調講演 ] 
 

講演１ 

ハンセン病問題と偏見・差別の解消に向けて 

 

吉
よし

幸
こう

 かおる 

群馬・ハンセン病問題の真の解決をめざし、ともに生きる会

副会長 

 

 

 

【略歴】 

平成 11 年 11 月 栗生楽泉園訪問、谺雄二
こだまゆうじ

さんと初対面 

平成 12 年 4 月 群馬・ハンセン病支援の会 入会 

東京地裁へ通う原告を支援 

平成 15 年 7 月～ ともに生きる会 事務局責任者 

平成 26 年 10 月～ 群馬・ハンセン病問題の真の解決をめざしともに生き 

る会副会長 
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[ 基調講演 ] 
 

講演 2 

「特別病室」の記憶を掘り起こす 

～重監房資料館の設立とその活動～ 

 

黒尾
く ろ お

 和久
かずひさ

 

重監房
じゅうかんぼう

資料館
しりょうかん

 部長 

 

 

 

【略歴】 

平成 21 年 4 月 国立ハンセン病資料館 学芸課長 

平成 26 年 7 月 国立ハンセン病資料館 学芸部長 

平成 30 年 4 月 重監房資料館 部長 

 

中央大学文学部 兼任講師（博物館学・考古学） 

東京学芸大学 非常勤講師（博物館学） 
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「特別病室」の記憶を掘りおこす～重監房資料館の設立とその活動～ 

重監房資料館 部長 黒尾和久 

 

● 主たる人権課題（法務省）→国が認めた〇〇に対する暴力 

1.女性 2.子ども 3.高齢者 4.障害のある人 5.部落差別（同和問題） 6.

アイヌの人々 7.外国人 8.感染者等 9.ハンセン病患者・元患者・その家

族 10.刑を終えて出所した人 11.犯罪被害者等 12.インターネットによ

る人権侵害 13.北朝鮮当局によって拉致された被害者等 14.ホームレス 

15.性的指向・性自認（性同一性）  16.人身取引（性的サービスや労働の

強要等） 17.東日本大震災に起因する人権問題 

 

● 8.感染者等、9.ハンセン病患者・元患者・その家族→コロナウィルス感染症

問題 

感染症にかかった患者・回復者、家族などが、周囲の人々の誤った知識や偏見

などにより、日常生活、職場、教育・医療現場などで差別やプライバシー侵害

を受ける問題。 

 

● ハンセン病患者・家族遺族への暴力は、国民をまきこんだ、国家スケールの

暴力！ 

2001 年 元患者・回復者が、らい予防法違憲国家賠償請求訴訟に勝利！ 

2019 年 当事者家族・遺族が、国を訴えた裁判でも、被害が認められる！ 

問われているのは、私たちの当事者意識・人権感覚。「暴力」に対する感度。 

 

● 重監房って何？ 正式名称は、「特別病室」 とんでもない暴力装置！！ 

重監房とは、かつて国立療養所栗生楽泉園にあったハンセン病患者を収容

した懲罰施設の俗称である。正式名称は「特別病室」。「病室」とは名ばかり

で、官憲による「取り締まり」や園当局に「不良」と目された患者が、全国か

ら送致されてきて、監禁・放置される「牢獄」がその実態だった。運用の当初

から「草津送り」が死を意味する隠語として、ハンセン病患者の間では、その

過酷さが噂になっていた。 

 

● ハンセン病療養所 懲戒検束関係年表 1907 年 法律第１１号（「癩予防

二関スル件」） 

1909 年 ５カ所の連合府県立癩療養所 

1916 年 法律に懲戒検束に関する規定を追加（大正 5 年法律第 21 号、同

内務省令第 6 号、患者懲戒・検束二関スル施行細則） 

1917 年 全生病院、外島保養院、菊池恵楓園に監禁室が設置され、以後、

各園に設置される 
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1930 年 国立療養所長島愛生園開園 

1931 年 国立療養所患者懲戒検束規定 

癩予防法公布 

1932 年 国立療養所栗生楽泉園開園 

1938 年 特別病室（重監房）設置 栗生楽泉園 

警察留置場（外監禁）設置 菊池恵楓園 

1940 年 本妙寺事件 幹部は警察留置場→特別病室送致 

1947 年 特別病室廃止  運用期間の 1938～1947 年にのべ 93 人収

監、23 人死亡 

1953 年 らい予防法 

懲戒検束規定がなくなり、療養所内の監禁室が廃止される。 

かわりに患者専用の警察留置場が各療養所の敷地内や隣接地に

設置ないし準備される。 

菊池医療刑務支所（菊池恵楓園に隣接） 

1996 年 らい予防法廃止 

菊池医療刑務支所の停止 

2014 年 重監房資料館開館 

2016 年 特別法廷問題をめぐり最高裁が謝罪 

2020 年 菊池事件国賠訴訟判決（F さんへの審理は違憲） 

 

● 重監房再現へ ～当事者・谺雄二の闘い～ 

2003 年 1 月 栗生楽泉園・重監房の復元を求める会を結成。 

2004 年 6 月 重監房復元をもとめる 107101 筆書名を厚労省に提出。 

→ 2006 年『ハンセン病 重監房の記録』宮坂道夫 

2007 年   ハンセン病対策協議会において、歴史建造物・資料の保存復

元等について、重監房復元を最優先課題とすることを確認。 

2009 年～  ワーキンググループにて復元にむけての議論・検討を開始。 

2014 年 4 月 30 日 重監房再現施設をもつ資料館開館 

 

●  重監房復元の障がいとなった大問題！！  

資料がない。建設設計図どころか、外観写真の１枚も残されていなかった。 

そこで、復元とまでいかなくても再現といえるだけのエビデンスを確保するた

めに発掘調査を行うことにした。（2013 年 8～9 月） 

 

● 重監房跡地（遺構）発掘の目的 

①重監房再現に必要な建築部材、建築工法に関する情報を得る。 

②監禁施設である動かぬ物証を得る。 

③収監者に関わる遺物（＜モノ＞資料）を得る。→「便槽」内の調査 
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● 二つ目の「国立のハンセン病資料館」重監房資料館の開館（2014．4．30）  

ハンセン病問題の解決の促進に関する法律（2009.4.1 施行 2019.11.22

改正） 

通称「ハンセン病問題基本法」 

第 18 条 国は、ハンセン病の患者であった者等及びその家族の名誉回復

を図るため、国立のハンセン病資料館の設置、歴史的建造物の保存等ハン

セン病及びハンセン病対策の歴史に関する正しい知識の普及啓発その他必

要な措置を講ずる…… 

名誉回復事業としてのハンセン病療養所の歴史遺産化の推進 

 

● 重監房資料館に是非お越しください！ 

重監房資料館では、未だ不明な点の多い重監房の運用の実態や患者収監の手

続き、収容患者のライフヒストリー等、重監房とハンセン病問題に関する資

料を収集・保存し、調査・研究成果を公表するという博物館固有の方法を基

本に、人の命の大切さを学び、広くハンセン病問題への理解を促し、ハンセ

ン病をめぐる差別と偏見の解消を目指す活動を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重監房資料館 

群馬県吾妻郡草津町草津白根 464-1533 （入館無料） 

http://sjpm.hansen-dis.jp/ 
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[ パネルディスカッション ] 
 

パネリスト１ 

清水
し み ず

 蒼空
そ ら

 

群馬県中之条町立六合
く に

中学校 3 年 
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[ パネルディスカッション ] 
 

パネリスト２ 

狩野
か の う

 大樹
た い き

 

群馬大学 社会情報学部 4 年 
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[ トークショー ] 
 

特別ゲスト 

石井
い し い

 正則
まさのり

 

俳優 

写真集「１ ３
サーティーン

～ハンセン病療養所からの言葉～」著者 

 

 

 

ドラマ「古畑任三郎」への出演をきっかけに、ドラマ、映画、舞台などの作品に出演。 

中古の二眼レフの購入をきっかけに本格的に写真を始めた。 

全国 13 カ所の国立ハンセン病療養所にて写真を撮影し、2020 年 9 月に自身初の写真展

「13（サーティーン）～ハンセン病療養所の現在を撮る～」を開催。 

 

ドラマ 

「古畑任三郎」他、「おかえりモネ」（2021 年）他多数 

 

映画 

「老後の資金がありません」（2021 年公開中）、 

「Fukushima50」(2020 年)、「T H E 有頂天ホテル」他多数 
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[ パネルディスカッション ] 

[ トークショー ] 
 

コーディネーター 

藪本
やぶもと

 雅子
ま さ こ

 

フリーアナウンサー・記者 

 

 

 

日本テレビアナウンサーとしてバラエティ番組に多数出演、アナウンサー3 人組『DORA』

結成で注目される。 

ニュース「きょうの出来事」サブキャスターを経て、平成 10 年、報道局記者へ転向。 

ハンセン病国賠訴訟に合わせて、ＮＮＮドキュメントを制作。 

結婚を機に退社。2 児の母となる。 

 

平成 22 年上智大学大学院で修士号を取得。研究テーマは「ハンセン病とメディア」。 

平成 24 年より、人権教育啓発推進センター発行の情報誌「アイユ」にて人権問題記事を連

載中。 

 

平成元年度人権擁護功労賞 法務大臣表彰（ユニバーサル社会賞）受賞 
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動画共有サイト YouTube（ユーチューブ） の 「人権チャンネル」と「法務省チャン

ネル」では、人権について理解していただくための映像を公開しています。 

[ YouTube での人権啓発関連映像の配信について ] 

白本彩奈さん（女優） ピコ太郎さん（シンガーソングライター） 

STOP！コロナ差別～差別や偏見を思いやりやエールに！～ 

人権チャンネル https://www.youtube.com/jinkenchannel 

https://www.jinken-library.jp/corona2020/ 

こちらから 

[「STOP！コロナ差別」座談会の内容公開について ] 

「コロナ差別」が生まれるメカニズムを多様な観点から考察するとともに、社会や人々が

どう立ち向かうべきか、座談会を行いました。広く内容を公開しています。 

法務省チャンネル https://www.youtube.com/MOJchannel 

【STOP！コロナ差別】 

STOP！コロナ差別 ＜尾身先生の気づき喚起動画＞編 

法務省人権擁護局「STOP！コロナ差別」特設サイト 

https://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken02_00022.html 

アクセス 
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人権ライブラリーでは、およそ 15,000 冊の国内外の人権関連図書を始め、映像資料

（DVD、VHS）、紙芝居、展示用パネル、全国の地方公共団体が発行する啓発資料などを所

蔵し、閲覧・貸出しを行っています。 

これらの啓発資料は、郵送等による貸出しを行っており、遠方の方も御利用いただけます。 

また、無料の貸会議室（多目的スペース）もございます。ぜひ、御利用ください。 

https://www.jinken-library.jp 

〒105-0012 東京都港区芝大門 2-10-12 KDX 芝大門ビル 4F 

TEL 03-5777-1919 / FAX 03-5777-1954 

E メール library@jinken.or.jp 

  

※ 公益財団法人人権教育啓発推進センター・併設 

[ 人権ライブラリーの御案内 ] 

人権ライブラリー 
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令和 3 年度法務省委託 

ハンセン病問題に関する「親と子のシンポジウム」 

-------------------------------------------------------------------------- 

公益財団法人人権教育啓発推進センター 

「ハンセン病問題に関する『親と子のシンポジウム』」事務局 

〒105-0012 東京都港区芝大門 2-10-12 KDX 芝大門ビル 4F 

TEL 03-5777-1802（代表） ／ FAX 03-5777-1803 

ウェブサイト http://www.jinken.or.jp 

-------------------------------------------------------------------------- 

YouTube 「人権チャンネル」  https://www.youtube.com/jinkenchannel 

YouTube 「法務省チャンネル」 https://www.youtube.com/MOJchannel 

-------------------------------------------------------------------------- 

人権ライブラリー  https://www.jinken-library.jp 

※ 人権教育啓発推進センター併設 

-------------------------------------------------------------------------- 

法務省人権擁護局  https://www.moj.go.jp/JINKEN/ 

-------------------------------------------------------------------------- 

         法務省人権擁護局で検索！ 

人権イメージキャラクター 

人ＫＥＮまもる君 人ＫＥＮあゆみちゃん 

人権イメージキャラクター人 KEN まもる君と人 KEN あゆみちゃんは、漫画

家やなせたかしさんのデザインにより誕生しました。２人とも、前髪が「人」

の文字、胸に「KEN」のロゴで、「人権」を表しています。人権が尊重される

社会の実現に向けて、全国各地の人権啓発活動で活躍しています。 

@Jinken_Center 

 みんなの人権１１０番   ０５７０－００３－１１０ 

 女性の人権ホットライン   ０５７０－０７０－８１０ 

 子どもの人権１１０番   ０１２０－００７－１１０ 

 外国語人権相談ダイヤル  ０５７０－０９０－９１１ 

人権を侵害されていると感じたら… 

法務局・地方法務局、その支局に気軽に御相談ください 


